
(3) データ解析（その３）
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(3) データ解析（その４）

標準内と考え｢顕在要因｣

（カテゴリー数量1.0以内）

多数意見＝よく耳にする
少数意見＝意外､耳にしない

標準外と考え｢潜在因子｣

（カテゴリー数量1.5以上）
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数量化Ⅲ類による解釈・判断図

①異種の比較をする場合でも
　基準化すれば比較が可能！

②サンプルは平均値０､分散１

と標準化されていることから、

カテゴリー数量（顧客の購買・

非購買要因）が絶対値1.0以下

は標準内と考え｢顕在要因｣、

少し間隔をおき絶対値1.5以上

は標準外と考え｢潜在要因｣と

解釈・判断できる
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(3) データ解析（その５） お客様
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価格が安い

一流ﾒｰｶｰ品

ﾃﾞｻﾞｲﾝが好き（すっき

このﾀｲﾌﾟは他にない

材質が好き（布・ｽﾁｰﾙ
色が沢山ある

隣りと比べて材質が良

カラーｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ（ﾌﾛｰﾘ
普通の木目は会わない

上に物が乗るｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

寝心地が良い

年寄りに良い感じ

ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ（ﾍﾞﾋﾞｰ長く使えそう

現品見て触らないと判

デザインｶﾞ同じ（モダ

ﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞ悪い（ダサイ

材質が木目ばっかりｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ（カラー

決めてきたデザインと

色も形も沢山の中から

お店の中で色々選ぶ

パット見て印象に残っ 価格が安い
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材質が好き（布・ｽﾁｰﾙ
色が沢山ある

隣りと比べて材質が良

カラーｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ（ﾌﾛｰﾘ
普通の木目は会わない

上に物が乗るｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

寝心地が良い

年寄りに良い感じ

ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ（ﾍﾞﾋﾞｰ長く使えそう

現品見て触らないと判

デザインｶﾞ同じ（モダ

ﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞ悪い（ダサイ

材質が木目ばっかりｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ（カラー

決めてきたデザインと

色も形も沢山の中から

お店の中で色々選ぶ

パット見て印象に残っ

分散 = λ 変数の数 : 23

成
分
2

成分1

◇数量化Ⅲ類のよる解析
変数スコアグラフを
参考に加工すると　
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16=現物を見て触らないと良いか
　　悪いか判らない

３=メーカー品なので信頼できる

10=普通の木目では合わない

９=フローリングに合いコーディネイト
　　出来る

18=ﾃﾞｻﾞｲﾝかダサく爺臭い。

17=ﾃﾞｻﾞｲﾝがみな同じ

７=色がたくさんある

13=年寄りには良い感じ
（※畳ベッド購入）

12=寝心地が良い

23=売場の中から色々選ぶ

5=このﾃﾞｻﾞｲﾝは他にない

２=価格が安い

６=材質が好き

顕在因子

数量化Ⅲ類

■結果

　

　　　　・寝心地が良い

　　　・材質が好き

　　　・このデザインは他にない

　　　・色が沢山ある

　　　・年寄りに良い感じ

　　　（｢マイチョイスシリーズ｣の）

　　　・デザインがダサく爺臭い

　　　・デザインが皆同じ

　　　・売場の中からいろいろ選ぶ

　　　・フローリングに合いコーディネート

　　　　できる

　　　・メーカー品なので信用できる

　　　・普通の木目では合わない

　　　・現物を見て触らないと良いかどうか

　　　　わからない

①

②

顕在因子：購入因子変数スコアの布置図

顕在因子：非購入因子

潜在因子：購入因子

潜在因子：非購入因子

お客様の要因（購買決定要因）の整理

潜在因子

(3) データ解析（その６）
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①“デザインがダサく爺臭い”と思われており、ユーザー

　は個性的デザインを望んでいる。 　　　　

②“デザイン（形、素材、色）が皆同じ”と受け取られ

　デザインを選べると思われておらず、ユーザーは“売場

　の展示品からいろいろ選んで”いる。

この分析結果からこの分析結果から
｢Ｍシリーズ｣に対する｢Ｍシリーズ｣に対する
ユーザーの視点は？ユーザーの視点は？

厳しい目で見られている厳しい目で見られている

(3) データ解析（その７）
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(3) データ解析（その８） デザイナー
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他社に無い特徴・形

美しい形

付加価値アイデア

マットレスの高さ

安全設計

新しさ

かっこよさ
目標原価への適合

時流にあっているかおしゃれ

新しいｺﾝｾﾌﾟﾄﾕｰｻﾞｰニーズ

自分がほしいか

使い勝手（掃除のし易

プロポーション
素材感

他社に無い特徴・形

美しい形

付加価値アイデア

マットレスの高さ

安全設計

新しさ

かっこよさ
目標原価への適合

時流にあっているかおしゃれ

新しいｺﾝｾﾌﾟﾄﾕｰｻﾞｰニーズ

自分がほしいか

使い勝手（掃除のし易

プロポーション
素材感

分散 = λ 変数の数 : 16

成
分
2

成分1

◇数量化Ⅲ類のよる解析
変数スコアグラフを
参考に加工すると　

同様に
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２=他社にない形

９=目標原価への適合

4=新しさ

14=自分が欲しいと感じる

3=美しい形

10･11=時流に合う

17=素材感

16=プロポーション

６=安全性

5=マットレスの高さ

数量化Ⅲ類
■結果

　　　

　　　・美しい形

　　　・他社にない形

　　　・新しさを感じる　

　　　・時流に合っている

　　　・自分が欲しいと感じる

　　　・目標原価に合っている

　　　

　　　・マットレス高さ

　　　・安全性

　　　・素材感

　　　･プロポーション

顕在因子

潜在因子

変数スコアの布置図

デザイナーの要因（開発重視点）の整理

潜在因子

顕在因子

(3) データ解析（その９）
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